
　職員の給与や職員数、勤務条件などの人事行政の運営等の状況について

お知らせします。

　このお知らせは、「箕面市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に

基づき本市の人事行政の運営等を公表することによって、その公平性と透明性を

高めることを目的としています。条例に基づき、令和５年度の状況をお知らせす

ることとなりますが、項目によっては、令和６年度に関する状況を公表しています。

問い合わせは、人事室（TEL072-724-6707、FAX072-723-2096）へ

人事行政の運営等の状況のお知らせ
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（1） 職員の採用、退職の状況

① 常勤職員（大阪府からの派遣職員は除いています）

・ 令和6年4月1日現在 人

・ 令和5年4月1日現在 人

・ 令和5年4月1日から令和6年3月31日までの退職者 人

・ 令和5年4月2日から令和6年4月1日までの採用者 人

② 再任用短時間勤務職員

（定年前再任用短時間勤務職員並びに暫定再任用短時間勤務職員）

・ 令和6年4月1日現在 人

・ 令和5年4月1日現在 人

③ 再任用フルタイム職員　

（暫定再任用フルタイム職員）

・ 令和6年4月1日現在 人

・ 令和5年4月1日現在 人

④ 任期付短時間勤務職員

（公務の能率的運営を確保するために任期を定めて勤務するもの）

・ 令和6年4月1日現在 人

・ 令和5年4月1日現在 人

⑤ 任期付フルタイム職員　

（公務の能率的運営を確保するために任期を定めて勤務するもの）

・ 令和6年4月1日現在 人

・ 令和5年4月1日現在 人

（２） 職員数の推移（各年度4月1日現在）

① 【常勤職員】 （単位：人）

② 【再任用短時間勤務職員】 （単位：人）

③ 【再任用フルタイム職員】 （単位：人）

④ 【任期付短時間勤務職員】 （単位：人）

⑤ 【任期付フルタイム職員】 （単位：人）

1　職員の任免や職員数に関する状況

1,369

1,341

77

194

21

27

38

63

160

167

193

190

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

職員数 1,422 1,416 1,398 1,382 1,367 1,341 1,369

対前年度 ▲ 25 ▲ 6 ▲ 18 ▲ 16 ▲ 15 28

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

職員数 65 59 51 46 33 27 21

対前年度 6 ▲ 6 ▲ 8 ▲ 5 ▲ 6 ▲ 6

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

職員数 38 52 62 60 69 63 38

対前年度 9 14 10 ▲ 2 ▲ 6 ▲ 25

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

職員数 167 139 169 171 165 167 160

対前年度 38 ▲ 28 30 2 2 ▲ 7

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

職員数 93 117 193 210 207 190 193

対前年度 5 18 24 76 17 ▲ 17 3
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（3） 部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年4月1日現在）

（4） 年齢別職員構成の状況　（令和6年4月1日現在）

（注）　職員数は、府からの派遣職員を除いています。

職 員 数

令和５年 令和６年

議　　　会 12 12 0

総　　　務 186 199 13 異動・採用のため

税　　　務 39 42 3 異動・採用のため

民　　　生 229 250 21 異動・採用のため

衛　　　生 77 78 1 異動・採用のため

労　　　働 2 2 0

農林水産 7 7 0

商　　　工 13 15 2 異動・採用のため

土　　　木 111 108 ▲ 3 異動・採用のため
小　    計 676 713 37

教　　　育 180 175 ▲ 5 異動・採用のため

消　　　防 138 140 2 異動・採用のため

小    　計 318 315 ▲ 3

病　　　院 482 469 ▲ 13 異動・採用のため

水　　　道 31 31 0

下　　　水 8 7 ▲ 1 異動・採用のため

そ の  他 69 61 ▲ 8 異動・採用のため
小　    計 590 568 ▲ 22

1,584 1,596 12

[ 1,909 ］ [ 1,929 ］ [ 20］

（注）１　職員数は一般職に属する常勤の職員数です（府からの派遣職員は除いています）。

　　　２　[     ]内は、条例定数の合計です。

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳 44歳 48歳 52歳 56歳 60歳

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳 55歳 59歳 以上

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

2 100 138 147 156 150 142 128 181 200 171 81 1,596 

対前年
増減数

主 な 増 減 理 由

特 別
行 政
部 門

公 営
企 業
等 会
計 部

門

合　　計

区　分 計

職員数

一般
行政
部門
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（5） 等級および職制上の段階ごとの職員数の状況　（令和6年4月1日現在）

①行政職給料表

（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

1 13 2.2 

部長
担当部長
局長
事務局長
統括監
教育次長

5
3
2
1
1
1

13 2.2 部長級

2 22 3.7 

担当副部長
副部長
推進監
事務局長
学校教育監
会計管理者

10
7
2
1
1
1

22 3.7 副部長級

3 84 14.1 

室長
担当室長
課長
局長代理
事務局長
センター長
館長
機構長
所長

58
17
2
2
1
1
1
1
1

84 14.1 室長級

4 84 14.1 

室長補佐
課長補佐
所長
副所長

79
2
2
1

84 14.1 室長補佐級

5 119 19.9 

参事
館長
センター長
係長
所長

113
4
1
1

119 19.9 参事級

6 187 31.3 一般職（うち再任用15名） 187

7 88 14.7 一般職 88

597 100.0 

②技能職給料表

（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

1 41 45.6 主任 41 41 45.6 主任級

2 40 44.4 一般職（うち再任用18名） 40

3 5 5.6 一般職 5

4 4 4.4 一般職 4

90 100.0 

合計 内訳 職制上の段階

部の長の職務

部の長を補佐する職務

組織の長の職務

組織の長を補佐する職務

特に高度の知識、技術又は経験を
もって担当する業務を掌理する職
務

高度の知識、技術又は経験を必要
とする業務を行う職務

定型的な業務を行う職務

合計

合計 内訳 職制上の段階

特に高度の知識、技術又は経験を
もって担当する業務を掌理する職
務

特に高度の技能又は経験を必要と
する業務を行う職務

高度の技能又は経験を必要とする
業務を行う職務

定型的な業務を行う職務

合計

等
級

等級別基準職務表に規定する
基準となる職務

275 46.0 一般職

等
級

等級別基準職務表に規定する
基準となる職務

49 54.4 一般職
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③専門職給料表

（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

1 1 0.4 消防長 1 1 0.4 部長級

2 3 1.1 
署長
消防次長
担当副部長

1
1
1

3 1.1 副部長級

3 16 5.6 

室長
担当室長
署長
センター長

8
6
1
1

16 5.6 室長級

4 29 10.2 

室長補佐
分署長
所長
園長
分室長
副園長

17
4
3
3
1
1

29 10.2 室長補佐級

5 50 17.6 
参事
所長

49
1

50 17.6 参事級

6 118 41.6 一般職（うち再任用19名） 118

7 67 23.6 一般職 67

284 100.1 

④一般任期付職員行政職給料表

（人） （％）

1 6 2.4 

2 0 0.0 

3 7 2.8 

4 6 2.4 

5 45 17.9 

6 13 5.2 

7 18 7.2 

8 36 14.3 

9 34 13.5 

10 28 11.2 

11 58 23.1 

251 100.0 

合計 内訳 職制上の段階

部の長の職務

部の長を補佐する職務

組織の長の職務

組織の長を補佐する職務

特に高度の知識、技術又は経験をもって担当す
る業務を掌理する職務

高度の知識、技術又は経験を必要とする業務を
行う職務

定型的な業務を行う職務

合計

合計

1　極めて高度の知識、技術又は経験を有する市税等の収納に関する業務を行う職務、市民安全に関する業
務を行う職務、心理及び教育に関する事項の指導助言の職務並びにスクールソーシャルワーカーの職務
2　特に高度の知識、技術又は経験を有する主任介護支援専門員の職務、要介護認定に関する業務を行う
職務及び外国語教育に関する業務を行う職務

1　特に高度の知識、技術又は経験を有する心理及び教育に関する事項の指導助言の職務並びにスクール
ソーシャルワーカーの職務
2　相当高度の知識、技術又は経験を有する主任介護支援専門員の職務、要介護認定に関する業務を行う
職務及び外国語教育に関する業務を行う職務

1　相当高度の知識、技術又は経験を有する心理及び教育に関する事項の指導助言の職務並びにスクール
ソーシャルワーカーの職務
2　高度の知識、技術又は経験を有する主任介護支援専門員の職務、要介護認定に関する業務を行う職務
及び外国語教育に関する業務を行う職務
3　特に高度の知識、技術又は経験を有する介護支援専門員の職務

1　高度の知識、技術又は経験を有する心理及び教育に関する事項の指導助言の職務並びにスクールソー
シャルワーカーの職務
2　定型的な主任介護支援専門員の職務、要介護認定に関する業務を行う職務及び外国語教育に関する業
務を行う職務
3　相当高度の知識、技術又は経験を有する介護支援専門員の職務

1　極めて高度の知識、技術又は経験を有する保育士、教諭、養護教諭、司書及び障害児介助の職務
2　定型的な心理及び教育に関する事項の指導助言の職務並びにスクールソーシャルワーカーの職務
3　高度の知識、技術又は経験を有する介護支援専門員の職務
4　特に高度の知識、技術又は経験を有する要介護認定調査、障害支援区分認定調査、広域連携福祉業務
及び放課後児童支援業務を行う職務

1　特に高度の知識、技術又は経験を有する保育士、教論、養護教諭、司書及び障害児介助の職務
2　定型的な介護支援専門員の職務
3　相当高度の知識、技術又は経験を有する要介護認定調査、障害支援区分認定調査、広域連携福祉業務
及び放課後児童支援業務を行う職務

1　極めて高度の知識、技術又は経験を有する一般事務、技能的業務、労務的業務、青少年指導及び債権
管理業務を行う職務
2　相当高度の知識、技術又は経験を有する保育士、教論、養護教諭、司書及び障害児介助の職務
3　高度の知識、技術又は経験を有する要介護認定調査、障害支援区分認定調査、広域連携福祉業務及び
放課児童支援業務を行う職務

1　特に高度の知識、技術又は経験を有する一般事務、技能的業務、労務的業務、青少年指導及び債権管
理業務を行う職務
2　高度の知識、技術又は経験を有する保育士、教諭、養護教諭、司書及び障害児介助の職務
3　定型的な要介護認定調査、障害支援区分認定調査、広域連携福祉業務及び放課児童支援業務を行う職
務

1　相当高度の知識、技術又は経験を有する一般事務、技能的業務、労務的業務、青少年指導及び債権管
理業務を行う職務
2　定型的な保育士、教諭、養護教諭、司書及び障害児介助の職務

1　高度の知識、技術又は経験を有する一般事務、技能的業務、労務的業務、青少年指導及び債権管理業
務を行う職務
2　高度の知識、技術又は経験を有する郷土資料館の企画等及び消費生活相談等を行う職務

1　定型的な一般事務、技能的業務、労務的業務、青少年指導及び債権管理業務を行う職務
2　定型的な郷土資料館の企画等及び消費生活相談等を行う職務

合　計

等
級

等級別基準職務表に規定する
基準となる職務

185 65.2 一般職

等
級

等級別基準相当職務表に規定する基準となる職務
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⑤一般任期付職員医療職給料表

（人） （％）

1 0 0.0 

2 0 0.0 

3 0 0.0 

4 0 0.0 

5 1 7.7 

6 1 7.7 

7 5 38.6 

8 3 23.1 

9 3 23.1 

13 100.2 

合計

極めて高度の知識、技術又は経験を有する薬剤師の職務

特に高度の知識、技術又は経験を有する薬剤師の職務

１　極めて高度の知識、技術又は経験を有する保健師の職務
２　相当高度の知識、技術又は経験を有する薬剤師の職務

１　極めて高度の知識、技術又は経験を有する看護師、理学療法士、作業療法
士、言語聴覚士及び障害児看護介助の職務
２　特に高度の知識、技術又は経験を有する保健師の職務
３　高度の知識、技術又は経験を有する薬剤師の職務

１　極めて高度の知識、技術又は経験を有する歯科衛生士及び栄養士の職務
２　特に高度の知識、技術又は経験を有する看護師、理学療法士、作業療法
士、言語聴覚士及び障害児看護介助の職務
３　相当高度の知識、技術又は経験を有する保健師の職務
４　定型的な薬剤師の職務

１　特に高度の知識、技術又は経験を有する歯科衛生士及び栄養士の職務
２　相当高度の知識、技術又は経験を有する看護師、理学療法士、作業療法
士、言語聴覚士及び障害児看護介助の職務
３　高度の知識、技術又は経験を有する保健師の職務

１　相当高度の知識、技術又は経験を有する歯科衛生士及び栄養士の職務
２　高度の知識、技術又は経験を有する看護師、理学療法士、作業療法士、言
語聴覚士及び障害児看護介助の職務
３　定型的な保健師の職務

１　高度の知識、技術又は経験を有する歯科衛生士及び栄養士の職務
２　定型的な看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士及び障害児看護
介助の職務

定型的な歯科衛生士及び栄養士の職務

合　計

等
級

等級別基準相当職務表に規定する基準となる職務

7 ページ



（１） 人件費の状況について

　①人件費の状況（令和5年度普通会計決算）

　②職員給与費の状況（令和6年度普通会計予算）

一人当たり

給与費 B/A

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
      ２　職員数は、令和6年4月1日現在の人数である。
      ３　（　）内は短時間勤務職員の数値であり、上段の数値には含まない。

  

　③ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

（注） ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

（注）類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

2　職員給与の状況

区　　分 住民基本台帳人口 歳 出 額 実 質 収 支 人 件 費 人 件 費 率 （参考）

（令和5年度末） Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 令和4年度の人件費率

（注）人件費には、特別職に支給される給料や報酬、共済組合等負担金、退職手当を含む。

区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 （参考）令和5年度

Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ 一人当たり給与費

1,069人

(136人)

区　分 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 5年度 増減

箕面市 99.3 99.3 96.8 94.7 95.7 95.3 ▲ 0.4

全国市平均 99.1 98.9 98.9 98.8 98.7 98.6 ▲ 0.1

　職員の給与は、地方公務員法に定める給与決定の原則に基づき、生計費、国や他の地方公共団体の職員の給
与、民間事業の従事者の給与などを参考にして定めています。給与の基本的な事項は、市議会の議決を経て、
「箕面市一般職の職員の給与に関する条例」などで規定しています。
　平成19年度は、国における給与構造改革に準じ、給料表の構造見直しを行い、全給料表を平均6.9％引き下げ
るとともに、昇給制度の見直しを行うなど職務に応じた給与水準を再構築しました。
　また、財政健全化を図るために、人件費の抑制策として、平成21年1月から平成27年3月の間は課長級以上
3.5%、課長補佐級以下3%の給料月額カットを実施しました。
　さらに、平成27年度には、人事給与構造改革に伴う給料表の改正により、よりいっそう職務に応じた給与水準とな
るよう見直しを行いました。

5年度 136,092人 76,089,334千円 1,641,937千円 9,816,049千円 12.9% 14.5%

6年度 4,064,512千円 1,392,673千円 1,744,456千円 7,481,862千円 6,736千円 5,910千円

99.3 
99.6

99.1 

95.3 

98.6 98.6 

93.0 

94.0 

95.0 

96.0 

97.0 

98.0 

99.0 

100.0 

箕面市 類似団体平均 全国市平均

 (R5)

 (R5)

 (R5)

 (H30)

 (H30)

 (H30)
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（２） 職員の平均給料月額、初任給等の状況

　①職員の平均年齢、平均給料月額の状況

　　　　Ⅰ　一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円

　　　　Ⅱ　技能労務職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

　　　Ⅲ　教育職（小・中学校（幼稚園））

歳 円 円

　　　　Ⅳ　税務職

歳 円 円 円

歳 円 円

　　　　Ⅴ　福祉職

歳 円 円 円

歳 円 円

　　　　Ⅵ　医師職

歳 円 円 円

歳 円 円

　　　　Ⅶ　看護・保健職

歳 円 円 円

歳 円 円

（注）１　「平均給料月額」とは、令和6年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。

      ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間　　　　　 

　　　　 外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査にお
　　　　 いて明らかにされているものである。　

　　　 　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、　　　

　　　 　特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再

 　　　　計算したものである。

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

（国ベース）

箕面市 41.6 303,294 416,255 390,264 

国 42.4 322,487 ― 404,015 

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

（国ベース）

箕面市 51.5 289,205 367,556 357,540 

う ち 清 掃 職 員 50.3 300,779 389,312 376,778 

国 51.2 286,942 ― 329,178 

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額

箕面市 42.2 302,105 406,885 

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

（国ベース）

箕面市 37.3 280,589 370,265 344,703 

国 42.0 352,263 ― 428,330 

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

（国ベース）

箕面市 42.1 288,198 386,021 362,245 

国 44.2 337,885 ― 387,943 

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

（国ベース）

箕面市 46.4 434,838 716,214 574,868 

国 53.5 511,570 ― 839,896 

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

（国ベース）

箕面市 44.7 287,364 366,752 347,151 

国 47.8 321,176 ― 360,574 
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 ②職員の初任給の状況（令和6年4月1日現在）

一般行政職 大　学　卒

高　校　卒

技能労務職 高　校　卒 円 円 － －

中　学　卒 円 円 － －

 ③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和6年4月1日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円

箕　面　市 国

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

177,000 187,100

166,600 177,000

区　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大　学　卒 2,778 3,302 3,607 

高　校　卒 2,608 1,962 

技能労務職 高　校　卒 1,873 

区　　　　　分

208,000 円 220,000 円
総合職 208,000 円 総合職 221,100 円

一般職 196,200 円 一般職 208,000 円

181,800 円 196,200 円 一般職 162,100 円 一般職 170,900 円
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（３） 職員手当の状況

 ① 期末手当・勤勉手当

千円

（令和5年度支給割合） （令和5年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　　  勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（令和6年度支給割合） （令和5年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　　  勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

（注）  (  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

 ② 退職手当（令和6年4月1日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 応募認定・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３０年 月分 月分 勤続３０年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）  退職手当の1人当たり平均支給額は、令和5年度に退職した職員に支給された平均額である。

 ③ 地域手当（令和6年4月1日現在）

千円

千円

　

％ ％

医師以外 12 ％ ％

箕　　　　　面　　　　　市 国

1人当たり平均支給額（令和5年度）

1,484

2.45 2.05 2.45 2.05 

1.375 0.975 1.375 0.975 

2.50 2.10 2.50 2.10 

1.40 1.00 1.40 1.00 

箕　　　　　　　　　　　面　　　　　　　　　　　市 国

21.385 26.73125 19.6695 24.58688 

30.485 36.17250 28.0395 33.27075 

37.765 44.36250 34.7355 40.80375 

43.225 51.87 39.7575 47.709 

51.87 51.87 47.709 47.709 

7,911 19,524 

支給実績（令和5年度普通会計決算） 508,951 

支給職員1人当たり平均支給年額（令和5年度普通会計決算） 447 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

医師       16 医師            16

医師以外      12

―

全地域 1,140 人

11 ページ



 ④ 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

 ⑤その他の手当（令和6年4月1日現在）
支給職員1人当たり
平均支給年額

（扶養親族の範囲）

配偶者 円

子 円

その他の扶養親族

円

【特定加算】

16歳以上23歳未満の子 円

（住居の区分） （手当の額）

市内持家 円

市内賃貸 円

（賃貸は入庁年数による加算あり）

（支給要件）

通勤距離　2　㎞以上

（通勤の区分）

交通機関利用 55,000円

交通用具使用

区分 支給額

部長 円

副部長 円

３等級室長 円

４等級室長補佐 円

５等級参事 円

1回につき 円 円

支 給 実 績 （ 5 年 度 決 算 ） 272,363 

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 5 年 度 決 算 ） 384 

支 給 実 績 （ 4 年 度 決 算 ） 263,596 

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 4 年 度 決 算 ） 375 

手　当　名 内容及び支給単価
（令和5年度決算）

6,500

10,000

6,500

5,000

9,000

9,000

（最高支給限度額）

2,000円－24,500円

124,000

110,000

85,000

60,000

45,000

支給条件

正規の勤務時間として午後10時か
ら翌日の午前5時までの間に勤務
する職員

支給額
勤務１時間当たりの給与額

×
25/100

宿日直手当 5,900 同じ 0 千円 0 

国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（令和5年度決算）

住居手当 異なる

・市内居住者のみ支給
・持家の職員にも支給
・上限9,000円（賃貸は入
庁年数による加算あり）

46,197 千円 150 円

通勤手当 同じ 79,422 千円 127 円

管理職手当 － － 301,481 703 円

夜間勤務
手当

同じ 2,444 千円 72 円

扶養手当 同じ 88,247 千円 217 円
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（４） 特別職の報酬等の状況（令和6年4月1日現在）

円

円

円

円

円

円

円

円

円

　　 （算定方式） （１期の手当額）

給料月額×在職月数×19/100 円 任期毎

給料月額×在職月数×15/100 円 任期毎

給料月額×在職月数×13/100 円 任期毎

給料月額×在職月数×13/100 円 任期毎

給料月額×在職月数×13/100 円 任期毎

給料月額×在職月数×13/100 円 任期毎

(注）退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年 = 48月。教育長は3年＝36月）     

        勤めた場合における退職手当の見込額である。                                 

区 分 給 料 月 額 等

市 長 940,000 

副 市 長 818,000 

上 下 水 道 企 業 管 理 者 714,000 

ボートレース事業管理者 714,000 

病 院 事 業 管 理 者 714,000 

教 育 長 724,000 

議 長 720,000 

副 議 長 660,000 

議 員 610,000 

市 長 　　（令和5年度支給割合）

副 市 長 4.45 月分

上 下 水 道 企 業 管 理 者 　　（令和6年度支給割合）

ボートレース事業管理者 4.55 月分

病 院 事 業 管 理 者

教 育 長

議 長 　　（令和5年度支給割合）

副 議 長 4.45 月分

議 員 　　（令和6年度支給割合）

4.55 月分

市 長

副 市 長

上 下 水 道 企 業 管 理 者

ボートレース事業管理者

病 院 事 業 管 理 者

教 育 長

　　（支給時期）

市 長 8,572,800

副 市 長 5,889,600

上 下 水 道 企 業 管 理 者 4,455,360

ボートレース事業管理者 4,455,360

病 院 事 業 管 理 者 4,455,360

教 育 長 3,388,320

地
域
手
当

                              支給率　　　　　　12％

報

酬

期
末
手
当

退
職
手
当
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（1） 勤務時間など　（令和6年4月1日現在）

【常勤職員・再任用フルタイム職員・任期付フルタイム職員】

【再任用短時間勤務職員】

【任期付短時間勤務職員】

（２） 年次有給休暇の状況

① 　付与要件及び日数

　1年度につき20日付与。 現年度付与分のみ翌年度に繰越可

　取得単位は、1日または時間。

② 　平均取得日数 （令和5年度） 14.8日

（３） 育児休業等の取得状況 （令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

① 　育児休業

・ 新規取得者数

男性 10 人 女性 32 人

・ 前年度からの継続者数

男性 0 人 女性 31 人

② 　部分休業

・ 新規取得者数

男性 0 人 女性 37 人

・ 前年度からの継続者数

男性 0 人 女性 47 人

（４） 介護休暇の取得状況 （令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

・ 新規取得者数

男性 0 人 女性 1 人

・ 前年度からの継続者数

男性 0 人 女性 0 人

（５） 自己啓発等休業の取得状況 （令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

・ 新規取得者数

男性 0 人 女性 0 人

・ 前年度からの継続者数

男性 0 人 女性 0 人

3　職員の勤務条件や服務の状況

勤務時間 週　38時間　45分

始業時間 8　時　45　分 終業時間 17　時　15　分

休憩時間 　　　　　　　　　　　12　時　から　　12　時　45　分　（45分間）

週休日 土曜日　及び　日曜日

勤務時間 週　31　時間　　（業務にあわせて1日の勤務時間を割り振る）

休憩時間 　　　　　　　　　　　12　時　から　　12　時　45　分　（45分間）

週休日 勤務形態に応じて定める

勤務時間 週　31　時間　　（業務にあわせて１日の勤務時間を割り振る）

休憩時間 　　　　　　　　　　　12　時　から　　12　時　45　分　（45分間）

週休日 勤務形態に応じて定める
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（６） 修学部分休業の取得状況 （令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

・ 新規取得者数

男性 0 人 女性 0 人

・ 前年度からの継続者数

男性 0 人 女性 0 人

（７） 高齢者部分休業の取得状況 （令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

・ 新規取得者数

男性 0 人 女性 1 人

・ 前年度からの継続者数

男性 0 人 女性 0 人

（8） 配偶者同行休業の取得状況 （令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

・ 新規取得者数

男性 0 人 女性 0 人

・ 前年度からの継続者数

男性 0 人 女性 0 人
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（９） 　特別休暇の種類 （令和6年4月1日現在）

主な特別休暇の種類と付与日数

種　　類 理　　由 期　　間

選挙権等行使休暇 職員が選挙権その他公民としての権利を行使する場合 必要と認められる日又は時間

証人等出頭休暇
職員が証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、
地方公共団体の議会その他官公署へ出頭する場合

必要と認められる日又は時間

ドナー休暇
職員が骨髄移植のための骨髄液の提供希望者として
その登録を実施する者に対して登録の申出を行い、
又は骨髄移植のため骨髄液を提供する場合

必要と認められる日又は時間

結婚休暇 職員が結婚する場合 7日の範囲内の期間

出生サポート休暇 不妊治療による通院が必要な場合
５日の範囲内の期間（体外受精
や顕微授精等の場合は、１０日）

出産休暇 女子職員が出産する場合

出産予定日を起算日とする8週
間（多胎の場合は14週間）前の
日から出産日の翌日を起算日と
する8週間（多胎の場合は10週
間）後の日までの期間

ボランティア休暇

職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで次に掲げる
社会に貢献する活動を行うため勤務しないことが相当
と認められる場合
イ　地震、暴風雨、噴火等により相当規模の災害が発
生した被災地又はその周辺の地域における生活関連
物資の配布その他の被災者を支援する活動
ロ　障害者支援施設、特別養護老人ホームその他の
主として身体上若しくは精神上の障害がある者又は負
傷し、若しくは疾病にかかった者に対して必要な措置
を講ずることを目的とする施設であって市長が定めるも
のにおける活動
ハ　イ及びロに掲げる活動のほか、身体上若しくは精
神上の障害、負傷又は疾病により常態として日常生活
を営むのに支障がある者の介護その他の日常生活を
支援する活動

　　　1の年度において5日
　　　の範囲内の期間

育児休暇
生後１年に達しない子を育てる職員が、その子の保育
のために必要と認められる授乳等を行う場合

1日2回それぞれ30分以内又は1
日1回1時間以内(男子職員に
あっては、その子の当該職員以
外の親が当該職員がこの休暇を
使用しようとする日におけるこの
休暇(これに相当する休暇を含
む。)を承認され、又は労働基準
法第67条の規定により同日にお
ける育児時間を請求した場合
は、1日2回それぞれ30分又は1
日1回1時間から当該承認又は
請求に係る各回の時間を差し引
いた時間を超えない時間)

生理休暇 女子職員の生理日の勤務が著しく困難である場合 3日の範囲内の期間

流産休暇 女子職員が妊娠第4月未満で流産した場合 2週間の範囲内の期間

早死産等休暇 女子職員の早死産その他やむを得ない事情のある場合
産前産後を通じて14週間を越え
ない範囲の期間

配偶者出産休暇 職員の妻が出産する場合
出産日を起算日とする2週間以
内の期間において2日
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種　　類 理　　由 期　　間

育児参加休暇

職員の妻が出産する場合であって、その出産予定日
を起算日とする6週間前の日から出産日を起算とする8
週間（多胎の場合は14週間）後の日までの期間にある
場合において、当該出産に係る子又は小学校就学の
始期に達するまでの子を養育する職員がこれらの子の
養育のため勤務しないことが相当と認められる場合

5日の範囲内の期間

妊娠休暇 妊娠中の女子職員が勤務する場合

1日に勤務時間の始め及び終わ
りにおいてそれぞれ30分以内又
は始め若しくは終わりのいずれ
かにおいて1時間以内

子の短期看護休暇

小学校就学の始期に達するまでの子が負傷し、若しく
は疾病にかかり、又は小学校の子が学校保健法施行
規則第19条各号に規定する伝染病にかかった場合
で、その子を養育する職員が看護するために勤務しな
いことが相当と認められる場合

1の年度において5日の範囲内
の期間（複数子の場合は10日）

親族死亡休暇 職員の親族が死亡した場合 親族に応じ別に定める日数

夏季休暇
職員が夏季における盆等の諸行事、心身の健康の維
持及び増進又は家庭生活の充実のため勤務しないこ
とが相当と認めれられる場合

市長が定める日数

長期在職休暇
在職期間が10年、20年又は30年に達する職員が心身
の健康の維持、自己啓発、社会貢献等を行うため勤務
しないことが相当と認められる場合

在職期間10年　　3日
在職期間20年　　3日
在職期間30年　　5日

妊娠通院休暇
妊産婦である女子職員が母子保健法(昭和40年法律
第141号)第10条に規定する保健指導又は同法第13条
に規定する健康診査を受ける場合

妊娠満23週までは4週間に1回、
妊娠満24週から満35週までは2
週間に1回、妊娠満36週から出
産までは1週間に1回、産後1年
まではその間に1回(医師等の特
別な指示があった場合には、い
ずれの期間についてもその指示
された回数)について通院に必
要と認められる時間

妊娠障害休暇
妊娠中の女子職員がつわりのため勤務が著しく困難
である場合

7日の範囲内の期間(1日又は半
日を単位とする。)

短期介護休暇

負傷、疾病又は老齢により2週間以上にわたり日常生
活を営むのに支障がある条例第8条の2第4項に規定
する要介護者(以下この項において「要介護者」とい
う。)の世話を行うために勤務しないことが相当と認めら
れる場合

1の年度において5日(当該対象
となる要介護者を2人以上介護
する職員にあっては、10日)の範
囲内の期間(1日又は時間を単位
とする。)

住居滅失等休暇
地震、水害、火災その他の災害により職員の現住居が
滅失し、又は損壊した場合

7日の範囲内の期間

災害交通遮断休暇
地震、水害、火災その他の災害又は交通機関の事故
等により、出勤することが著しく困難であると認められる
場合

必要と認められる日又は時間

災害危険回避休暇
地震、水害、火災その他の災害時において、職員が
退勤途上における身体の危険を回避するため勤務し
ないことがやむを得ないと認められる場合

必要と認められる日又は時間
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人 人
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人

人

4　人事評価制度の概要

　　　5　分限処分・懲戒処分の状況
　　　（令和５年度中に行った処分の状況）

懲戒処分の種類 人数 分限処分の種類 人数

1．戒告 0 1．免職 0

2．減給 2 2．降任 1

3．停職 1 3．休職 57

4．免職 0 4．降給 0

　　　6　職員の退職管理の状況

常勤職員退職者数 88

　うち管理職員数 11

　うち再就職先届出数 3

　地方公務員法第２３条に基づき、人事行政の公正な運営を確保するため、毎年１回（１０月３
１日基準）人事評価を実施しています。
人事評価は、「業績評価」「能力評価」の２要素を柱とし、所属長・同僚・部下による多面評価
を実施しています。

　地方公務員法第３８条の２第８項及び第３８条の６第２項に基づき、職員の退職管理の適正
化を図っています。
　再就職者は、退職後２年間、契約や処分に関して、元の職場への働きかけを禁止していま
す。
　また、退職後に営利企業等に就職した場合、再就職の届出を義務付けています。
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７　職員研修の状況

（１）研修体系

① 自主研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 職員が自らの意思に基づき行う研修（個人学習、グループ学習、通信教育）

② 職場研修 室長等が職務として所属職員に対し、日常の業務を通じて、又は機会を設けて行う研修

③ 職場外研修

　a. 階層別研修
職員の職種又は等級若しくは補職歴に応じ、職員として必要な能力、資質、知識・技術の向
上のために実施する研修

　b. 実務専門研修
職員の担当する職務内容に応じ、専門知識の修得又は実務能力の向上のために実施する
研修

　c. 一般教養研修
職員の幅広い知識又は教養の修得のために実施する研修

④ 人権研修 あらゆる人権問題に対する認識を深め、人権擁護・尊重の理念に立脚した行政を推進する
ために実施する研修

⑤ 派遣研修　　　　　　　　　　　　　　　　　 箕面市以外の研修実施機関・団体に職員を派遣して実施する研修

　地方公務員法第39条に基づき、職員に研修の機会を提供することにより、職員の能力開発
及び資質向上をはかり、めざすべき組織像・職員像の実現に向けた人財育成に努めていま
す。
　令和5年度における重点項目は次のとおりです。
　①市民サービス（ＣＳ）の向上
　②管理監督職の能力強化
  ③政策形成能力・自治体法務能力の養成

  自主研修、職場研修、階層別研修、実務専門研修、一般教養研修、人権研修の他、年間を
通じて、民間企業や国・府への派遣研修を行いました。
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8 職員の福利厚生の状況

①健康診断

②箕面市職員厚生会

③大阪府市町村職員共済組合

④公務災害補償

　職員の健康管理及び疾病予防のため、下記各種健康診断を実施しています。

　職員の厚生制度を実施することを目的として、以下の事業を実施しています。

文化事業（日帰りレクリエーションの実施、退職予定者に対するライフプランセミナーの実施など）

体育事業（ボウリング大会の実施など）

助成事業（総合健診助成金など）

給付事業（死亡弔慰金・結婚祝金など）

貸付事業（生活資金の貸付）

長期給付事業（退職・障害・遺族共済年金の支給）

短期給付事業（病気・ケガ・出産・死亡・休業及び災害に関する給付）

福祉事業（各種貸付の実施、宿泊施設の運営など）

保健事業（保健衛生に関する啓発、人間ドック補助など）

　地方公務員法第42条の規定に基づき、職員の保健、元気回復、その他厚生に関する事項について、計画を策定し、事
業を実施することが義務づけられており、箕面市職員厚生会などにおいて、福利厚生事業を行っています。
　　また、箕面市職員厚生会においても平成20年度から事業の見直し及び公費のあり方の見直しを行い、事業主負担金
と個人会費の比率を 0.6 ： １ として運営するとともに、給付事業は公費を投入しないこととしています。

職員定期健康診断・有害業務従事職員定期歯科健康診断・腰痛症等検診・特定業務従事職員定期健康診断・大腸
検診・情報機器作業検診・Ｂ型肝炎血液検査・職員定期健康相談・職員メンタルヘルス相談・ストレスチェック

　組合員及びその家族の生活安定と福祉の向上に寄与するとともに、公務の能率的運営に資することを目的として、以下
の事業を実施しています。

　公務及び通勤途上での負傷・疾病に対し、地方公務員災害補償基金等と連携して療養補償・休業補償・障害補償・遺
族補償を行っています。
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